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研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名 関西学院   ２ 大学名 関西学院大学 

 

３ 研究組織名 機能性ナノ単一サイズ有機分子創製研究センター 

 

４ プロジェクト所在地 兵庫県三田市学園２−１ 

 

５ 研究プロジェクト名 機能性ナノ単一サイズ有機分子創製研究 

 

６ 研究観点  研究拠点を形成する研究 

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

山田英俊 理工学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数 １２名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

山田 英俊 
理工学研究

科・教授 

天然分子をモチーフとした機

能性ナノスケール分子の創

製 

研究の統括，分子設計

と合成：天然系新規物質 

羽村 季之 
理工学研究

科・教授 

π電子系機能性ナノスケール

分子の創製 

分子設計と合成：人工系

新規物質 

田辺 陽 
理工学研究

科・教授 

機能性分子合成の合理化を

指向した反応開発 

反応開発：プロセス指向

環境調和型反応 

畠山 琢次 
理工学研究

科・准教授 

ヘテロ原子を含んだナノ単一

サイズ有機分子の合成 

合成方法論開発：人工

系新規物質 

山口 宏 
理工学研究

科・教授 

ナノスケール分子の X 線解

析法開発 

構造解析：X 線利用の三

次元構造解析 

金子 忠昭 
理工学研究

科・教授 

ナノ単一サイズ有機分子を

場とした単原子制御 

機能探索：表面物理学

的 

栗田 厚 
理工学研究

科・教授 

ナノスケール分子の実験的

光物性物理 
機能探索：光物理学的 

大谷 清 
理工学研究

科・教授 

ナノスケール分子を用いた癌

細胞特異的な傷害法の追求 
機能探索：生理学的 

（共同研究機関等） 

中山 健一 
大 阪 大 学 ・

教授 

ナノスケールπ共役系分子の

有機デバイスとしての可能性

探索 

合成したナノ・サブナノ

単一サイズ分子の機能

性材料としての機能探

索 



（様式 2） 
 

法人番号 ２８１００４ 
プロジェクト番号 Ｓ１３１１０４６ 

 

Dulce PAPY-Garcia 

Université 

Paris-Est 

Créteil, 

Professor 

ナノスケール糖分子の生理

学的有用性探索 

合成したナノ・サブナノ

単一サイズ分子の生化

学的機能探索 

伊東 秀之 
岡山県立大

学・教授 

ポリフェノール系ナノスケー

ル有機分子の生理機能解明 

合成したナノ・サブナノ

単一サイズ分子のポリ

フェノール機能の探索 

島本 啓子 

サントリー生

命科学財団

生物有機科

学 研 究 所 ・

主 幹 研 究

員，グループ

長 

生物有機化学に立脚したナ

ノ単一サイズ有機分子の有

用性探索 

ナノ・サブナノ単一サイ

ズ分子の生物有機化学

的機能探索 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 物質をナノメートルのサイズにすると，その物理的・化学的な性質が変化して新しい現象や

機能が現れる。数多くの分野で，ナノメートルサイズの物質は「小さく」して得られる。しかし，

有機合成化学には，このサイズは「大きすぎる」状況にある。有機分子のうちプラスティックや

ポリマーは軽々とナノサイズに達するが，分子量分布がある混合物であるため，機能の本質

にまで迫ることが難しい。一方，ナノスケールの分子サイズを持ち，単一分子量からなる有機

分子（以下，ナノ単有機分子）は合成的供給が難しい。本研究では，ナノ単有機分子を合成

する方法の開発と，そこへ機能を付与することを目的としてきた。本研究の意義は，未開拓

のナノ単一サイズ有機分子の化学にフォーカスした研究によって，新しい学術的知見を得，

今後の科学の発展に寄与できることにある。特に，新機能が期待されるナノ単一サイズ有機

分子を，他分野の研究材料として供給できるようになってきたことは，今後の発展につなが

る。研究内容は，次の二つに大別できる。 

 I. 天然有機分子をモチーフとしたナノ単有機分子の合成法開発と機能付与 

 II. 人工分子をモチーフとしたナノ単有機分子の合成法開発と機能付与 

（２）研究組織 

 本研究は，研究代表者の山田英俊が統括し，代表者を含む 8 名の学内研究者と，4 名の学

外研究者で組織した。研究は有機合成・構造解析・機能探索の三班に分けて進めた。中心

は，有機合成班である。学内の有機合成化学を専門とする教員 4 名（山田，羽村，田辺，畠

山）でナノ単一サイズ有機分子の合成法を研究する。構造解析班は，Ｘ線解析が専門の山口
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（学内）と，NMR と質量分析による構造解析を行う山田，羽村，畠山が担当した。機能探索

は，生命科学の観点から大谷（学内），Papy（パリ大 東），材料工学の観点から金子，栗田

（共に学内），中山（大阪大），生物有機科学の観点から伊東（岡山県立大），島本（サントリー

生物有機科学研究所）が，有機合成班から提供された分子を用い，それぞれ独自の視点で

行った。以上 12 名は，全員が分子と現象の関わりに興味を持つ。また，博士研究員，リサー

チ・アシスタントを参加させ，若手研究者を育成する。 

 有機合成班：山田，羽村，田辺，畠山 

 構造解析班：山口，（併任：山田，羽村，畠山） 

 機能探索班：金子，栗田，大谷，【学外：中山，Papy，伊東，島本】 

 なお，研究支援は理工学部の事務組織および研究推進社会連携機構が担当した。 

〈研究者間の調整・連携〉 

 学内研究者は全て同じキャンパスに活動拠点があるため，日常的に連絡を取り合ってい

る。また，本プロジェクトで整備した研究装置・設備は，それぞれ担当研究者を設定し，その

研究室の学生を含めて維持管理を行った。また，その研究装置・設備を共通機器と位置づ

け，構造解析拠点となるべく運用した。また，X 線解析装置を，物理化学を専門とする山口

（構造解析班）の研究室に設置し，維持管理を委託するなど，有機合成が中心となる本プロ

ジェクトが他領域に波及するきっかけを意識している。また，有機合成班と機能探索班の間

の共同研究が平成 27 年度から始まっている。 

 学外研究者との連携は，有機合成班の各研究者が必要に応じて連絡を取り，共同研究を

実施中である（例えば，＜雑誌論文＞の 37, 66）。 

〈博士研究員・リサーチ・アシスタントの採用実績〉 

平成 25 年度：PD 2 名 

平成 26 年度：PD 2 名，RA 4 名 

平成 27 年度：PD 2 名，RA 5 名 

平成 28 年度：PD 3 名，RA 2 名 

平成 29 年度：PD 2 名，RA 0 名 

 加えて，学内研究者の研究室に所属する大学院生（主に修士課程学生）も，実験や講演会

への参加を通して本プロジェクトに参加した。また，本プロジェクトで整備した研究装置・設備

は，RA が主体となって大学院生を指導し，維持管理と測定者育成を行った。 

（３）研究施設・設備等 

研究施設名称：神戸三田キャンパス IV 号館（理工学部本館）参加教員の研究室 

構造：RC 造  所在地：兵庫県三田市学園 2-1  使用総面積：780 m2 

本プロジェクトで整備した施設・備品 

（1）飛行時間型質量分析計システム（平成 25 年度） 

（2）デスクトップ単結晶Ｘ線構造解析装置（平成 25 年度） 

（3）核磁気共鳴装置（平成 26 年度） 

 （1）と（2）は，ナノ単一サイズ有機分子及びその合成中間体の構造を決定するために整備

した。本研究は，ナノスケールに満たないサブナノ分子を巧みに合成し，その分子を二次元

的，三次元的に組み合わせ，単一の分子量を有するナノサイズの構造体（ナノ単一サイズ有

機分子）を合成する研究である。合成した分子の機能探索には専門が異なる多くの研究者の

知恵を結集したが，中心になったのはナノ単一サイズ有機分子の供給に向けた有機合成班

による研究である。目的とする化合物が比較的大きなナノ単一サイズ有機分子であっても，

有機合成の手法で研究を前進させる場合，生じた化合物の構造を基に，起きている反応を

理解する有機化学の研究手法に変わりはない。従って，化学構造を明らかにすることは，本

研究の基幹である。その構造決定を迅速，かつ正確に行うことで，研究を世界レベルで進捗

できた。 
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 サブナノスケールの分子を合成するための検討では，反応条件を精査する。そのため，試

みる反応の数は膨大になる。生産性を向上させるには，反応中の分子量変化を迅速に把握

することが重要であり，この目的にも飛行時間型質量分析計システムを用いている。導入（納

品調整完了日：平成 26 年 1 月 16 日）から期間最終日（平成 30 年 3 月末）の使用件数は約２

万６千件であり，本プロジェクト推進にたいへん役立った。 

 また，合成を計画している分子は，その合成中間体を含めて対称性を有する構造が多く，

結晶性が良いと考えられる。そのため，単結晶 X 線解析を，学生でも使用できるようルーチン

化させ、構造決定を迅速化する戦略とした。この戦略には，研究者育成の効果も期待した。

ほとんどの有機合成化学者は NMR，質量分析，赤外線吸収スペクトルに基づく構造決定が

できる。一方で，単結晶 X 線解析まで自ら実施可能な研究者となると，一気に人数が減少す

る。本設備の導入によって単結晶 X 線解析をルーチン化することで，本プロジェクトに関わる

若手研究者の構造決定手法の幅を広げた。これは，導入（納品調整完了日：平成 25 年 11 月

28 日）から期間最終日（平成 30 年 3 月末）の使用件数が 1187 件あることからも裏付けられ

る。件数の値自体は，飛行時間型質量分析計システムより一桁小さいが，本機で得られたデ

ータが構造決定の最も重要な根拠（＝決め手）になることが多く，研究進展のスピードアップ

に貢献した。また，結晶化した化合物には X 線を当ててみるという研究進行上の流れが定着

した。 

（3）平成26年度から先は，取り扱う分子のサイズが大きくなり，その時点で有していた核磁気

共鳴装置での構造決定能力の限界を超えた。そのため，より分解能の高い核磁気共鳴装置

を導入した。本装置は，500 MHz の分解能を持つとともに，測定感度，測定モードの多様性・

迅速性，データ解析機能の点においても非常に優れており，ナノ単一サイズ有機分子の構造

決定に絶大な威力を発揮した。また，化学反応の追跡や，立体配座を含む三次元立体構造

の決定にも利用された。導入（納品調整完了日：平成 26 年 10 月 30 日）から期間最終日（平

成 30 年 3 月末）の使用件数は約２万２千件であり，本プロジェクト推進にたいへん役立った。 

（4）その他の研究装置・設備の整備 

 自己財源又は私学助成以外の補助金等で整備した以下の研究装置・設備も本プロジェクト

の推進に活用した。括弧内は本学への導入年度（平成）と主な使用目的である。 

・FACS フローサイトメーター（13，抗ガン物質の薬理効果検証）  

・液体クロマトグラフ質量分析計（14，化合物の分子量決定） 

・フーリエ変換赤外分光光度計（20，有機化合物の赤外吸収スペクトルの測定） 

・元素分析装置（21，化合物の分子式決定） 

・紫外吸収測定装置（21，有機化合物の紫外吸収スペクトルの測定） 

・グローブボックス（22，不安定化合物の合成実験） 

・全自動順相・逆相低圧グラジエントシステム：HPLC（22，合成した化合物の精密分離） 

・共焦点顕微分光システム（22，単一有機分子，ナノサイズ発光体の発光挙動評価） 

・ワークステーション（22，電子状態計算） 

・ImageQuant LAS 4000 システム：高感度 CCD 画像撮影装置（23，タンパク質発現の検出） 

 

（４）研究成果の概要 ※下記，１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 本プロジェクトでは，「I. 天然有機分子をモチーフとしたナノ単有機分子の合成法開発と機

能付与」と「II. 人工分子をモチーフとしたナノ単有機分子の合成法開発と機能付与」について

進めた。 

 I. 天然有機分子をモチーフとしたナノ単有機分子の合成法開発と機能付与においては，糖

の連結と，ポリフェノールの一種であるエラジタンニンをモチーフとしたナノ単有機分子の合成

に取り組んだ。一方，II. 人工分子をモチーフとしたナノ単有機分子の合成法開発と機能付与

においては，芳香族環を連続させた化学構造を基本とするπ共役分子を主体としたナノ単有
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機分子合成法を開発した。開発では，炭素のみで形成する縮環化合物と，窒素やホウ素など

のヘテロ元素を導入したヘテロ縮環化合物の二方面で展開した。その結果，本研究期間で，

I, II ともにナノメートルサイズの分子の構築に成功し，着実な論文発表，学会発表を行うこと

ができた。また，II の研究の一部は実用化への展開が始まっている。以下， 

［天然モチーフ・ナノ単分子：糖］ 

［天然モチーフ・ナノ単分子：エラジタンニン］ 

［人工モチーフ・ナノ単分子：炭素縮環化合物］ 

［人工モチーフ・ナノ単分子：ヘテロ縮環化合物］ 

の四点について，優れた成果が上がった点，課題となった点，研究期間終了後の展望，研究

成果の副次的効果をそれぞれ解説する。 

 

［天然モチーフ・ナノ単分子：糖］ 

＜優れた成果が上がった点＞ 

 糖分子に特定の架橋構造を付与することで，そのピラノース環の柔軟化が可能であること

を初めて可能にした。また，この柔軟化は糖を連結する反応に極めて有利に働き，反応性とα

選択性の双方を向上させることが明らかになった。さらに，柔軟化させたグルコースを用いた

発展的展開として，α-1,4-グルコースの環状三，四量体の合成に成功した。［学会発表（口頭

発表）2, 3, 8, 13, 23, 38, 45，（ポスター発表） 1, 7, 16, 17, 21，知的財産権（特許出願）1，学生

や研究員の受賞 1］ 

 

 
Figure 1. (a) Examples of relationship between the bridging group and the conformation, (b) 

Structures of α-1,4-cyclic-glucopyranose trimer and tetramer, and (c) highly α-selective 

glycosylation using a PDB-bridged glucosyl fluoride.  

 

＜課題となった点＞ 

 中間審査の時点で既に発見していた EDB 基架橋によるグルコピラノース環の柔軟化効果

には，二つの課題が存在した。すなわち，（1）EDB 基以外の架橋基を用いても，同様の柔軟

化効果があるのか。（2）柔軟化効果を応用に活かす具体策があるのか，の二点である。その

後の研究で，（1）に関しては，EDB 基以外に新たに 3 種類の架橋基を用いて，グルコピラノー

ス環の柔軟性を評価し，架橋基の長さと立体配配座の変化範囲の関係を明らかにすること
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ができた。（2）に関しては，これまで合成することはもとより，その安定な存在さえ疑問視され

ていたα-1,4-グルコースの環状三，四量体の合成を，グルコピラノース環の柔軟性を利用し

て達成することができた。 

 したがって，課題となった二点どちらにも，十分な回答を得ることができた。 

＜研究終了後の展望＞ 

 α-1,4-グルコースの環状三，四量体は，現在，社会に広く浸透しているシクロデキストリン

（α-1,4-グルコースの環状六〜八量体）のミニバージョンである。環状三，四量体にも包摂能

を始めとする機能が期待できるが，全くの新規化合物であるため，その性質は未知である。

今後，α-1,4-グルコースの環状三，四量体を十分量合成し，その機能を探査する「ミニシクロ

デキストリン学」を開始する。 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 上記の（1）EDB 基以外の架橋基を用いても，同様の柔軟化効果があるのかを明らかにする

研究の際，EDB 基を用いた場合より格段に効果的にα選択性が発現するグリコシル化反応を

発見した。今後，本反応を環状オリゴ統合性に応用して，環状三，四量体の合成を効率化で

きると考えている。 

 

［天然モチーフ・ナノ単分子：エラジタンニン］ 

＜優れた成果が上がった点＞ 

 20 年程前から米独仏日で挑戦が続いてきた多置換ジアリールエーテル構造の構築法を確

立した。多置換ジアリールエーテル構造は，エラジタンニンを基質としたナノ単有機分子の構

築に必須であり，本法の開発によって化学合成できるエラジタンニンの数が格段に増加し

た。［雑誌論文 5, 8，学会発表（口頭発表）21, 29, 37, 43, 52,（ポスター発表）9, 12, 28, 学生

や研究員の受賞 2, 3, 4］ 

 

 
Figure 2. Natural ellagitannins possessing highly oxygenated diaryl ethers 

 

＜課題となった点＞ 

 多置換ジアリールエーテルの構築には，金属触媒を用いるクロスカップリング法が一般的

に用いられる。本研究でも，クロスカップリング法を用いた展開を予定していたが，エラジタン

ニンに固有の大きな立体障害のため，効果がなかった。この課題に対して，不安定で取扱が

難しいとされてきたオルトキノン分子に，適切な設計を加えることで，合成による入手や反応

に用いる際の安定性の確保と，不安定オルトキノンに共通する反応点が多い問題を制御す
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ることができ，本研究の成果の基盤となった。 
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Figure 3. Overview of the developed method for synthesizing highly oxygenated diaryl ethers 

of ellagitannins.  

 

＜研究終了後の展望＞ 

 この多置換ジアリールエーテルの構築法によって，多量化されたエラジタンニンを自在に合

成できると考えられたが，実際は，保護基による予期せぬ立体障害のため，多量化が意図し

たように進行しない例があることも，明らかになった。そのため，保護基の総数を減少させた

り，もとより立体障害の小さな保護基を用いたりする，新たな合成経路の開拓が，多量体エラ

ジタンニンの自在合成に必要であることが判った。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 本法を利用して合成したエラジタンニンの一つに，強力な活性酸素抑制活性があることが

共同研究で明らかになった。今後，その構造活性相関研究を継続して進めている。 

 

［人工モチーフ・ナノ単分子：炭素縮環化合物］ 

 イソベンゾフランをコアとする反応集積化法として，1) ベンザインとイソベンゾフランの環化

付加反応，2) エポキシナフタレンとイソベンゾフランの環化付加反応，3) 環選択的なイソベ

ンゾフランの発生による逐次的な環化付加反応，の三つの手法を開発した。また，これらを利

用して機能性材料への展開が期待できる電子受容型ペンタセン，ドナー・アクセプター型ペン

タセン，可溶性ペンタセンのライブラリー構築に成功した。そこで，これらの化合物の有機半

導体材料への応用を行うべく，電子求引効果により n 型の半導体特性を示すことが期待され

るハロゲン化ペンタセンの可能性を探ったところ，フッ化ペンタセン及び臭化ペンタセンの薄

膜トランジスタは p 型として動作し，その正孔移動度はフッ化体で mh = 4.4 x 10–5 cm2/Vs，

臭化体で mh = 2.3 x 10–4 cm2/Vs となった。一方，興味深いことにクロロペンタセンでは，アン

バイポーラー特性を示し，mh = 0.016 cm2/Vs と me = 6.4 x 10–3 cm2/Vs となり，正孔移動度

の方が電子移動度よりも一桁程度高くなった。 
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Figure 4. Successive cycloadditions of benzynes en route polyacenes 

 

 また，高反応性合成ブロックの反応集積化法としてイソベンゾフラントリマーの連続的環化

付加反応を駆使したスターフェン型芳香族ポリケトンの効率的合成にも成功した。得られる生

成物は特徴的な多段階の酸化還元挙動を示すことを見出したので，これを活かしてリチウム

二次電池の正極活物質への利用を図ったところ，興味深いことに，放電容量はすべてのカル

ボニル基が還元された際の理論容量に比べて大幅に向上した。しかも，この正極材料は 100

サイクル目の測定においても大幅な容量の低下が見られず耐久性に優れていることが明ら

かになった。 

 

 
Figure 5. Star-shaped polycyclic aromatic ketones via three-fold cycloadditions of 

isobenzofuran trimer equivalent 

 

＜課題となった点＞ 

 イソベンゾフランは，キノイド型構造に基づく特徴的な反応性を示すが，その高い反応性の

ため，合成的利用は専ら用事調製に限られていた。一方，適切な条件で合成した後，不活性

ガス中で単離・精製を行うと，不安定型であるイソベンゾフランであってもこれを純粋に合成で

きることを見出した。この貴重な発見により，次元性の制御が可能な各種イソベンゾフランの

合成に成功し，これらを合成ブロックとする斬新な分子設計と独自の合成戦略によって，多様

な新規π電子系の創製が可能になっている。 
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Figure 6. Isolability of isobenzofuran 

 



（様式 2） 
 

法人番号 ２８１００４ 
プロジェクト番号 Ｓ１３１１０４６ 

 
＜研究終了後の展望＞ 

 芳香族化合物の合成はベンゼンの発見以来，100 年以上もの長い歴史を持つが，今なお

狙った位置に望みの官能基や環構造を導入できる優れた合成手法が乏しいというのが現状

である。そのため，高次構造の構築を目指す場合，その難易度は指数関数的に増大し，必

然的に合成できる分子群が限定されてしまっている。このような状況の下，通常取り扱いが

難しいとされる高反応性分子を積極的に取り上げ，その性質をうまく引き出すことによって，

これらが得意とする自発的な反応性・骨格変換を活用した優れた合成手法を開拓するのが，

本研究の骨子である。実際，イソベンゾフランの単離・精製法の発見を契機として，用事調製

では難しかったベンザインとの反応が可能になり，反応の連続性と収束性を確保した置換ポ

リアセンの自在合成法の開発に繋がった。また，この研究を通じて当初は想定していなかっ

たイソベンゾフランの合成も可能になり，π拡張型ルブレンなど，ユニークなπ共役構造を持つ

分子群の合成にまで展開することができた。これらはいずれもイソベンゾフランの合成的有用

性の一端を示しているものであり，今後，イソベンゾフランを合成ブロックとする反応集積化を

駆使して，ナノスケールの領域を視野にいれた多様な高次縮環芳香族化合物の合成と機能

性分子創製への展開が可能になるものと期待している。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 触媒的ベンザイン発生に基づく官能基導入法を検討していている過程で，ヨードアリールト

リフラートにベンザイン発生剤として MeLi を作用させると，ベンザインの二量化がきれいに進

行することを偶然にも発見した。従来，ベンザインの二量化はその収率が極めて低いため，

ビフェニレン合成法として一般性に欠けていた。一方，新たに見出した方法ではベンザイン発

生剤として MeLi を利用すると，高収率で二量化が進行することが明らかになり，この反応を

基盤としてナフタレンダイマー誘導体の合成が可能になった。そこで，これを適切な条件で環

を伸長すると，下記に示したテトラセンキノンダイマーに変換することができた。この分子は，

ひずみ構造と反芳香族構造を局所的に含むため，π電子系の部分的局在や小さなバンドギ

ャップを持つと期待される [N]phenylene への応用が期待できる。 

 

 
Figure 7. Cyclobutaditetracene via dimerization of benzyne 

 

［人工モチーフ・ナノ単分子：ヘテロ縮環化合物］ 

＜優れた成果が上がった点＞ 

 タンデムボラ Friedel-Crafts 反応の反応効率の向上と汎用性の確立を目的として検討を行

い，出発原料，ホウ素化剤，反応条件を精査することで，位置選択的かつ効率的な多重 C-H

ホウ素化反応の開発に成功した。適した反応条件とブレンステッド塩基を選ぶことで，トリアリ

ールアミン類に対して，2-4 個のホウ素原子を高選択的に導入することが可能となった。 
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Figure 8.  

 

 合成した含 BN ナノグラフェンは，色純度の高い青色蛍光を示し，一重項励起エネルギーと

三重項励起エネルギーの差が小さいことから，熱活性化遅延蛍光（TADF）材料として期待で

きる。実際に，含 BN 拡張π共役分子のうち１つを発光材料として用いて有機 EL 素子を作成し

たところ，18%を超える外部量子効率とディスプレイに適した青色発光スペクトル（CIE(x,y) = 

(0.13, 0.10)）を示すことが明らかとなった（Figure 1）。 

 

 
Figure 9. (a) Electroluminescence spectrum and (b) external quantum efficiency (EQE) vs. luminance of 
OLED employing B2 as an emitter. 
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＜課題となった点＞ 

 溶媒の加熱還流，あるいは非配位性のブレンステッド塩基を用いることでヨウ化水素を低濃

度に保ち，ホウ素原子の導入数の制御を達成した。また，反応が競合する炭素上に予め保

護基としてアルキル基を導入しておくことで，反応の位置選択的を発現させることに成功し

た。今後，反応開発を継続することで，さらなるπ共役の拡張，多様な分子骨格の構築を行

い，汎用性の確立を目指す。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

 含 BN ナノグラフェンの誘導体を種々合成し，構造最適化を行い，有機 EL 素子の外部量子

効率と素子寿命の向上を達成することで，TADF 材料としての実用化を目指す。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

 本研究で開発したタンデムボラ Friedel-Crafts 反応は，反応効率が高く，π共役ポリマーの

多重ホウ素化に応用できると考えられる。これにより，新たな機能性含ホウ素π共役ポリマー

の合成が可能となる。 
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Chemistry，沖縄，2013 年 7 月 19 日 

23. 羽村季之（関西学院大学），イソベンゾフランを用いた新しい合成手法の開発と応用，平成 25 年度

IBB セミナー，東京医科歯科大学，2014 年 3 月 7 日 
24. 羽村季之（関西学院大学），π共役系分子の自在合成法の開発と機能開拓，工学部講演会，大分大学，

2014 年 7 月 9 日 
25. 羽村季之（関西学院大学），イソベンゾフランを用いた新しい合成手法の開発と応用，工学部講演会，

岐阜大学，2014 年 7 月 23 日 
26. 羽村季之（関西学院大学），高反応性分子を駆使した新規π共役系分子の合成，「有機合成のニュー

トレンド 2015」（大阪科学技術センター），2015 年 2 月 3 日 
27. 羽村季之（関西学院大学），高反応性分子を駆使した新規π共役系分子の合成，日本化学会第 95 回

春季年会，千葉(船橋) ，2015 年 3 月 26 日 
28. 羽村季之（関西学院大学），高反応性分子を駆使した高次縮環π電子系分子の創製，第 31 回若手化

学者のための化学道場（淡路島） ，2015 年 8 月 27 日 
29. 羽村季之（関西学院大学），Efficient Access to Novel �-Conjugated Compounds Using Reactive 

Molecules，第 48 回構造有機化学若手の会（白浜荘，滋賀県・高島市），2016 年 8 月 3 日． 
30. 羽村季之（関西学院大学），高反応性分子を駆使した高次縮環 π 電子系分子の創製，向研会ドクタ

ー会，2016.3.23，京都大学（京都府・宇治市）． 
31. 羽村季之（関西学院大学），イソベンゾフランを活用する新規 π 共役系分子の合成研究，日本化学

会 96 回春季年会，同志社大学（京都府・京田辺市），2016 年 3 月 24 日. 
32. 羽村季之（関西学院大学），高反応性分子を駆使した高次縮環 π 電子系分子の創製，先端有機化学

セミナー，九州大学（先導物質化学研究所），2017 年 1 月 23 日. 
33. 羽村季之（関西学院大学），高反応性分子を駆使した高次縮環 π 電子系分子の創製，工学部講演会，

熊本大学（工学部），2017 年 8 月 29 日. 
34. タンデムボラ Friedel-Crafts 反応によるアザボラヘリセンの合成, 第 46 回有機金属若手の会， 

2013/7/9, 宮城. 
35. ヘテロナノグラフェンの合成と機能開拓, JNC 石油化学株式会社セミナー, 2013/8/13, 千葉. 
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36. 反応機構解析に立脚した鉄触媒クロスカップリング反応の開発, ヘテロナノグラフェンの合成と機

能開拓, 和歌山県工業技術センター合成技術講演会, 2013/11/22, 和歌山. 
37. タンデムヘテロFriedel-Crafts反応によるヘテロナノグラフェンの合成, 第204回愛媛大学ミニシン

ポジウム, 2014/7/25, 愛媛. 
38. ヘテロナノグラフェンの合成と機能開拓, 住友化学有機合成研究所セミナー, 2014/8/7, 大阪. 
39. Triplet-Energy Control of PAHs by Heteroatom Incorporation for Development of Efficient Materials 

for PHOLEDs, Society for Information Display's Display Week 2015, 2015/6/3, San Jose, USA. 
40. タンデムヘテロ Friedel-Crafts 反応を鍵とした次世代の有機 EL 材料開発, 第３５回有機合成若手セ

ミナー, 2015/8/1, 京都. 
41. タンデムボラ Friedel-Crafts 反応を鍵とした有機 EL 材料の開発, 第１回有機エレクトロニクス研究

会, 2015/11/17, 和歌山. 
42. 多重共鳴効果を鍵とした高色純度熱活性化遅延蛍光材料の開発，有機 EL 討論会第２２回例会，東

京，6/24/2016 
43. Efficient HOMO-LUMO separation by multiple resonance effect toward ultrapure blue thermally 

activated delayed fluorescence, SPIE Organic Photonics + Electronics 2016, San Diego, USA, 
2016/8/28 

44. タンデムヘテロ Friedel-Crafts 反応を鍵とした有機エレクトロニクス材料の開発, 第１回有機若手

ワークショップ，京都，11/9/2016 
45. タンデムヘテロ Friedel-Crafts 反応を鍵とした有機エレクトロニクス材料の開発, 京都大学化学研

究所講演会，京都，11/12/2016 
46. Efficient HOMO-LUMO separation by multiple resonance effect toward ultrapure blue thermally 

activated delayed fluorescence, International Display Workshops 2016, Fukuoka, Japan, 12/8/2016 
47. 含ホウ素多環芳香族化合物の短段階合成と機能開拓, 有機金属部会平成２８年度第４回例会「２０

１６年のトピックス」, 大阪，1/27/2017 
48. ヘテロナノグラフェンへのボトムアップアプローチ, 平成２８年度第３回カーボンナノ材料研究

会，大阪，2017/1/23 
49. Development of Optoelectronic Materials through Borylation Reactions 
50. 10th China-Japan Joint Symposium on Functional Supramolecular Architectures，武漢，中国，

5/15-17/2017 
51. 多重共鳴効果を鍵とした高効率有機 EL 素子の開発，日本学術振興会「分子系の複合電子機能」第

181 委員会第 27 回研究会，東京，2017/6/15 
52. タンデムボラ Friedel-Crafts 反応を鍵とした有機エレクトロニクス材料の開発，九州大学先導物質化

学研究所講演会，福岡，2017/6/16 
53. HOMO-LUMO Separation by Multiple Resonance Effect toward Ultrapure Blue TADF Materials，2nd 

International TADF Workshop，福岡，2017/7/19–21 
54. 多重共鳴効果を鍵とした高効率有機 EL 材料の開発 
55. 第 66 回高分子討論会，愛媛，9/20-22/2017 
56. タンデムヘテロ Friedel-Crafts 反応を基盤とした新材料化学, ITbM/IGER Organic Chemistry 

Workshop 2017，名古屋，2017/11/6 
57. 多重共鳴効果を鍵とした高色純度 TADF 材料の分子設計, 日本化学会第 98 回春季年会，千葉，

2018/3/20 
58. Si 蒸気圧熱平衡環境を用いた SiC 表面ステップ制御サーマルエッチング（パワー半導体品質”を実

現する新たな表面処理技術の紹介）（新規事業研究会第 302 回月例研究会），金子忠昭，新規事業研

究会第 302 回月例研究会（東工大蔵前会館，2018 年）1 月 21 日 
59. Ohtani K, Distinct Regulation of Tumor Suppressor Genes by the Transcription Factor E2F in 

Response to Growth Stimulation and Oncogenic Changes, BIT's 6th Annual World Cancer 
Congress, 2013.5.24, Xian, China. 

60. Ohtani K, Deregulated E2F Activity, A Novel Means to Discriminate between Cancer Cells and 
Normal Growing Cells, PCS Global Cancer Conference-2014, 2014.11.1, Athens, Greece. 

 
（口頭発表） 
1. 池内和忠, 山田英俊, Synthesis of new ellagitannin possessing a 1,2-O-hexahydroxydiphenoyl 

bridge on D-glucose, グルコース 1,2 位酸素上にヘキサヒドロキシジフェノイル基を有する新規エ

ラジタンニンの合成, 日本化学会 第 98 春季年会 (2018), 2018/3/20, 日本大学理工学部 船橋キャ

ンパス 

2. *萩森資, 嶋田浩聡, 池内和忠, 若森晋之介, 山田英俊, Glycosylation of a glucosyl fluoride having 
3,6-O-1,1'-(butane-1,4-diyl)dibenzene-2,2'-bis- (methylene)-bridged group, 3,6-O-[1,1’-(ブタン-1,4-
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ジイル)ジベンゼン-2,2’-ビス(メチレン)]架橋フッ化グリコシドのグリコシル化反応, 日本化学会 
第 98 春季年会 (2018), 2018/3/22, 日本大学理工学部 船橋キャンパス 

3. *嶋田浩聡, 三木康平, 池内和忠, 山田英俊, Improved synthesis of 1,1’
-(propane-1,3-diyl)dibenzene-2,2’-bis(methylene) dibromide , 1,1’-(プロパン-1,3-ジイル)-ジベン

ゼン-2,2’-ビス(メチレン)ジブロミドの改良合成, 日本化学会 第98春季年会 (2018), 2018/3/22, 日
本大学理工学部 船橋キャンパス 

4. 原口翔太, 池内和忠, 山田英俊, Synthetic study of Tutin, Tutinの合成研究, 日本化学会 第 98春季年

会 (2018), 2018/3/21, 日本大学理工学部 船橋キャンパス 
5. 橋本肇, 池内和忠, 若森晋之介, 山田英俊, Synthesis of Natural Ellagitannins which Constitutes 

Tetrameric Ellagitannin, Nobotanin K, 四量体エラジタンニン Nobotanin K の構成単量体である天然

エラジタンニンの合成, 日本化学会 第 98 春季年会 (2018), 2018/3/18, 日本大学理工学部 船橋キ

ャンパス 
6. 原口翔太, 池内和忠, 山田英俊, Synthetic Study of Tutin, ツチンの合成研究, 第 61 回 香料・テルペ

ンおよび精油化学に関する討論会, 2017/9/10, 金沢工業大学（石川県野々市市） 
7. 若森晋之介, 松本慎太郎, 池内和忠, 山田英俊, Synthetic Study of C-Glycosidic Ellagitannins, C-グ

リコシドエラジタンニン類の合成研究, 第 59 回天然有機化合物討論会, 2017/9/20, わくわくホリデ

ーホール（札幌市民ホール。北海道札幌市） 

8. *嶋田浩聡, 池内和忠, 若森晋之介, 山田英俊, 長さが異なる架橋を有するフッ化グルコシルを用い

たグリコシル化反応, 第 36 回日本糖質学会年会, 2017/7/19, 旭川市民文化会館（北海道旭川市） 
9. 山田英俊, 若森晋之介, 池内和忠, C-グリコシドエラジタンニン，カスアリニンの全合成, 新学術領

域研究 「反応集積化が導く中分子戦略:高次生物機能分子の創製」平成 28 年度第 4 回成果報告会, 
2017/7/29, 京都大学桂キャンパス船井晢良記念講堂 

10. 橋本肇, 小西逸人, 池内和忠, 山田英俊, Synthesis of the Macaranoyl Group, マカラノイル基の合

成, 日本化学会 第 97 春季年会, 2017/3/18, 慶應義塾大学 日吉キャンパス（神奈川県横浜市） 
11. 若森晋之介, 池内和忠, 山田英俊, Synthetic study of vescalagin and castalagin as C-glycoside 

ellagitannin, C-グリコシドエラジタンニンであるベスカラジンおよびカスタラジンの合成研究, 日
本化学会 第 97 春季年会, 2017/3/18, 慶應義塾大学 日吉キャンパス（神奈川県横浜市） 

12. 松本慎太郎, 生田大喜, 池内和忠, 山田英俊, Development of a novel glycosylation triggered by 
activation of a propargyl group on O-2 of D-glucose, グルコース2位プロパルギル基の活性化を開始

点とした新グリコシル化反応の開発, 日本化学会 第 97 春季年会, 2017/3/16, 慶應義塾大学 日吉

キャンパス（神奈川県横浜市） 

13. *生田大喜, 池内和忠, 山田英俊, The smallest cyclodextrin: synthesis of cyclic trimer of α
-1,4-glucoside, 最小シクロデキストリン：環状α-1,4-グルコース三量体の合成, 日本化学会 第 97
春季年会, 2017/3/17, 慶應義塾大学 日吉キャンパス（神奈川県横浜市） 

14. 嶋田浩聡, 池内和忠, 若森晋之介, 山田英俊, α-selective glycosylation using 
3,6-O-1,1'-(propane-1,3-diyl)dibenzene-2,2'-bis(methylene)- bridged glucose, 3,6-O-[1,1’-(プロパン

-1,3-ジイル)-ジベンゼン-2,2’-ビス(メチレン)]架橋グルコースを用いた高α選択的グリコシル化反

応, 日本化学会 第 97 春季年会, 2017/3/16, 慶應義塾大学 日吉キャンパス（神奈川県横浜市） 
15. 谷川晃季, 池内和忠, 山田英俊, 含窒素ストリクチニン類縁体の合成研究, 日本薬学会 第 137 年会, 

2017/3/26, 東北大学川内北キャンパス（宮城県仙台市） 
16. 小西逸人, 橋本肇, 広兼司, 池内和忠, 山田英俊, 多置換ジアリールエーテルの新規合成法と天然エ

ラジタンニン合成への展開, 第 110 回有機合成シンポジウム 2016 年【秋】, 2016/11/10, 早稲田大

学国際会議場（東京都新宿区） 
17. 橋本肇, 小西逸人, 石本享之, 池内和忠, 山田英俊, Synthetic Study of the Macaranoyl Group, a 

Component of Ellagitannins, エラジタンニンの構成基，マカラノイル基の合成研究, 第 60 回 香

料・テルペンおよび精油化学に関する討論会, 2016/10/29, 東京農業大学オホーツクキャンパス（北

海道網走市） 
18. 生田大喜, 苫米地裕輔, 池内和忠, 山田英俊, 3,6-O-[ビベンジル-2,2’-ビス(メチレン)]架橋α−グルコ

ース六量体の合成と構造決定, 第 35 回日本糖質学会年会, 2016/9/2, 高知市文化プラザ かるぽー

と（高知県高知市） 
19. 池内和忠, 山下孝平, 久米裕二, 芦辺成矢, PuspitaCiclilia, A. D., 谷川康太郎, 山田英俊, コリラジ

ンの改良合成を基盤としたマロツシニンの全合成, 第 58 回 天然有機化合物討論会, 2016/9/14, 東
北大学百周年記念会館 川内萩ホール（宮城県仙台市） 

20. 山下孝平, 久米裕二, 池内和忠, 山田英俊, Total synthesis of mallotusinin, マロツシニンの全合成, 
日本化学会第 96 春季年会, 2016/3/24, 同志社大学 京田辺キャンパス 
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21. 小西逸人, 廣兼司, 池内和忠, 山田英俊, Development of a method for synthesizing C–O digallates 

using a novel orthoquinone, 新規オルトキノンを用いた C--O ジガラート合成法の開発, 日本化学会

第 96 春季年会, 2016/3/24, 同志社大学 京田辺キャンパス 
22. 新井智貴, 内野拓耶, 池内和忠, 山田英俊, Efficient Derivatization of 3,6-O-o-Xylylene Bridged 

Glucose, 3,6 位酸素を o-キシリレン架橋したグルコースの効率的誘導化, 日本化学会第 96 春季年

会, 2016/3/25, 同志社大学 京田辺キャンパス 

23. *生田大喜, 苫米地裕輔, 池内和忠, 山田英俊, Synthetic study of cyclodextrin bearing 
3,6-O-[bibenzyl-2,2'-bis(methylene)]-bridge, 3,6-O-[ビベンジルビス-2,2'-(メチレン)]架橋を持つシク

ロデキストリンの合成研究, 日本化学会第 96 春季年会, 2016/3/24, 同志社大学 京田辺キャンパス 
24. 村澤健太郎, 大原憲也, 智貴智貴, 池内和忠, 山田英俊, Establishment of simplified synthetic 

method of various benzylimidates and its application, ベンジルイミデート誘導体の簡易的合成法の

確立とその応用, 日本化学会第 96 春季年会, 2016/3/24, 同志社大学 京田辺キャンパス 
25. 池内和忠, 川崎友莉, 山田英俊, Synthetic study of strictinin derivatives possessing an amino group, 

含窒素ストリクチニン誘導体の合成研究, 日本化学会第 96 春季年会, 2016/3/24, 同志社大学 京田

辺キャンパス 
26. 上地達矢, 池内和忠, 若森晋之介, 山田英俊, Synthetic study of neostrictinin, ネオストリクチニン

の合成研究, 日本化学会 第 97 春季年会, 2016/3/18, 日本化学会 第 97 春季年会 
27. 山田英俊, ナノサイズの含糖化合物に迫る取り組み, 機能性ナノ単一サイズ有機分子創生研究拠点

中間報告, 2016/1/23, 関西学院大学理工学部 
28. 山下孝平, 山田英俊, Improved synthesis of corilagin, コリラジンの改良合成, 第 59 回香料・テルペ

ンおよび精油化学に関する討論会, 2015/9/6, 近畿大学東大阪キャンパス 
29. 小西逸人, 廣兼司, 山田英俊, Development of an effective method for synthesizing valoneoyl group 

and its application to synthesis of a natural product, バロネオイル基の効果的合成法の開発と天然物

合成への適用, 第 59 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会, 2015/9/6, 近畿大学東大阪

キャンパス 
30. 石本享之, 広兼司, 山田英俊, Synthetic study of hellinoyl group, ヘリノイル基の合成研究, 日本化

学会第 95 春季年会, 2015/3/26, 日本大学理工学部船橋キャンパス／薬学部 
31. 福本敦史, 苫米地裕輔, 山田英俊, Development of β-Selective Glycosylation Using 3,6-Bridged 

Phenyl Thioglucoside, 3,6 位架橋フェニルチオグルコシドを用いたβ選択的グリコシル化反応の開

発, 日本化学会第 95 春季年会, 2015/3/27, 日本大学理工学部船橋キャンパス／薬学部 
32. 苫米地裕輔, 山田英俊, Synthetic study of cyclodextrin having 3,6-O-[bibenzyl-2,2’

-bis(methylene)]-bridge to each monosaccharide, 3,6-O-[ビベンジルビス-2,2’-(メチレン)]架橋を各

単糖に有するシクロデキストリンの合成研究, 日本化学会第 95 春季年会, 2015/3/27, 日本大学理工

学部船橋キャンパス／薬学部 
33. 生田大喜, 苫米地裕輔, 山田英俊, Efficient method for synthesizing 3,6-O-[bibenzyl-2,2’

-bis(methylene)]-bridged phenylthioglucoside, 3,6-O-[ビベンジルビス-2,2’-(メチレン)]架橋フェニ

ルチオグルコシドの効率的合成法, 日本化学会第 95 春季年会, 2015/3/27, 日本大学理工学部船橋キ

ャンパス／薬学部 
34. 小西逸人, 広兼司, 山田英俊, Effective synthesis of asymmetric HHDP group, 非対称 HHDP 基の

効果的合成, 日本化学会㈹春季年会, 2015/3/29, 日本大学理工学部船橋キャンパス／薬学部 
35. Hirokane Tsukasa, Hirata Yasuaki, Ishimoto Takayuki, Nishii Kentaro, Yamada Hidetoshi, Synthetic 
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したイソベンゾフランダイマーの合成研究，日本化学会第 97 春季年会，慶應義塾大学（神奈川県・

横浜市），2017 年 3 月 17 日. 
87. 戸沢仁志（関西学院大学），北村圭（関西学院大学），羽村季之（関西学院大学），水溶性イソベンゾ

ヘテロールの合成，日本化学会第９７春季年会，慶應義塾大学（神奈川県・横浜市），2017 年 3 月

17 日. 
88. Shohei Eda（関西学院大学）, Toshiyuki Hamura（関西学院大学）, “An Efficient Synthesis of 

Substituted Pentacenes via Successive Cycloadditions of of Isobensofurans and Its Application to 
Organic Field Effect Transistors”, 日本化学会第 97 春季年会，慶應義塾大学（神奈川県・横浜市），

2017 年 3 月 17 日. 
89. Sunna Jung（関西学院大学）, Toshiyuki Hamura（関西学院大学）, “Synthetic Study of High-Ordered 

Iptycene Derivatives Using Isobenzofuran as a Reactive Platform”, 日本化学会第 97 春季年会，慶應

義塾大学（神奈川県・横浜市），2017 年 3 月 17 日. 
90. 足立和彦（関西学院大学）, 戸沢仁志（関西学院大学），吉川 浩史（関西学院大学），羽村季之（関

西学院大学），スターフェン型芳香族ポリケトン類の合成とリチウムイオン二次電池への活用，日本

化学会第 97 春季年会，慶應義塾大学（神奈川県・横浜市），2017 年 3 月 19 日. 
91. 宮川馨（関西学院大学），羽村季之（関西学院大学），ジデヒドロイソベンゾヘテロールの環付加反

応を基盤とするイソアセノヘテロールの合成，日本化学会第 97 春季年会，慶應義塾大学（神奈川

県・横浜市），2017 年 3 月 17 日. 
92. Sunna Jung（関西学院大学）, Toshiyuki Hamura（関西学院大学）, “Synthetic Study of High-Ordered 

Iptycene Derivatives Using Isobenzofuran as a Reactive Platform”, 第 28 回基礎有機化学討論会，九

州大学（神奈川県・横浜市），2017 年 9 月 7 日. 
93. 池島諒（関西学院大学），羽村季之（関西学院大学），ベンザインの二量化反応を用いたシクロブタ

ジテトラセンの合成，日本化学会第 98 春季年会，日本大学（千葉県・船橋市），2018 年 3 月 20 日. 
94. 北村圭（関西学院大学），工藤涼司（関西学院大学），羽村季之（関西学院大学），キノイド型合成ブ
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ロックを活用する置換ポリアセンの合成，日本化学会第 98 春季年会，日本大学（千葉県・船橋市），

2018 年 3 月 20 日. 
95. 足立和彦（関西学院大学）, 木全吉光（関西学院大学），吉川 浩史（関西学院大学），羽村季之（関

西学院大学），スターフェン型芳香族ポリケトン類の合成とその応用，日本化学会第 98 春季年会，

日本大学（千葉県・船橋市），2018 年 3 月 20 日. 
96. 宮本文也, 畠山琢次, ボラナフトペリレン類縁体の合成と物性, 日本化学会第 94 春季年会，2014 年

3 月 30 日, 名古屋大学. 
97. 中嶋貴一, 畠山琢次, ホウ素を縮環部に有するフェノキサボリン及びフェナザボリン類縁体の合成

と物性, 日本化学会第 94 春季年会，2014 年 3 月 30 日, 名古屋大学. 
98. 平井大貴, 畠山琢次, ホウ素を縮環部に有するベンゾフェノキサボリン類縁体の合成と物性, 日本

化学会第 94 春季年会，2014 年 3 月 30 日, 名古屋大学. 
99. 中塚宗一郎, 畠山琢次, リンを縮環部に有するフェノキサホスフィン類縁体の合成と物性, 日本化

学会第 94 春季年会，2014 年 3 月 30 日, 名古屋大学. 
100. 永見直斗, 中嶋貴一, 中塚宗一郎, 沼野美砂, 巽創, 畠山琢次, ホウ素を縮環部に有するベンゾテト

ラセン類縁体の合成と物性, 日本化学会第 95 春季年会, 2015 年 3 月 28 日, 千葉（船橋）. 
101. 片山敬純, 平井大貴, 中塚宗一郎, 宮本文也, 畠山琢次, ホウ素を縮環部に有するダブルヘリセンの

合成と物性, 日本化学会第 95 春季年会, 2015 年 3 月 28 日, 千葉（船橋）. 
102. 平井大貴, 中塚宗一郎, 畠山琢次, 有機 EL 材料を指向したフェノキサボリン類縁体の合成, 日本化

学会第 95 春季年会，2015 年 3 月 28 日, 千葉（船橋）. 
103. 中塚宗一郎, 平井大貴, 畠山琢次, ヘテロ元素を縮環部に有するジナフトペンタセン類縁体の合成

と物性, 日本化学会第 95 春季年会, 2015 年 3 月 28 日, 千葉（船橋）. 
104. 中嶋貴一，竹田直樹，畠山琢次, 求電子的 C−H ホウ素化反応を活用した含 BN 多環芳香族化合物の

合成と物性, 日本化学会第 95 春季年会, 2015 年 3 月 28 日, 日本大学理工学部船橋キャンパス／薬

学部 
105. Hatakeyama Takuji, Triplet-energy control of PAHs by heteroatom incorporation for development of 

OLED materials, Pacifichem 2015, 2015 年 12 月 16 日, Honolulu 
106. [2] 中嶋貴一，畠山琢次，求電子的 C-H ホウ素化反応による含 BN ヘキサベンゾコロネンの合成と

物性, 日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，京都，2016/3/26 
107. [3] 松井晃平，中嶋貴一，中塚宗一郎，竹田直樹，畠山琢次，ジアザペンタセン誘導体に対する求

電子的 C-H ホウ素化反応の開発,日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，京都，2016/3/26 
108. [4] 木下桂輔，中塚宗一郎，中嶋貴一，畠山琢次，含 BN トリアンギュレンの合成と物性, 日本化学

会第 96 春季年会，同志社大学，京都，2016/3/26 
109. [5] 中塚宗一郎，野村真太郎，影山明子，生田利昭，畠山琢次，有機 EL 材料を指向したフェノキサ

ホスフィン類縁体の合成,日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，京都，2016/3/26 
110. 後藤玄，木下桂輔，中塚宗一郎，畠山琢次，中心に第１４族元素を有するトリアンギュレン類縁体

の合成と物性，日本化学会第９７春季年会, 慶應義塾大学 日吉キャンパス，横浜，神奈川, 
2017/3/18 

111. 植浦健太，小田晋，畠山琢次，芳香族化合物に対する求電子的 C–H ホウ素化反応の開発，日本化学

会第９７春季年会，慶應義塾大学 日吉キャンパス，横浜，神奈川, 2017/3/16 
112. 渡邊有紹，中塚宗一郎，畠山琢次，中心に窒素を有するトリホスファトリアンギュレンの合成と物

性,日本化学会第９７春季年会, 慶應義塾大学 日吉キャンパス，横浜，神奈川, 2017/3/16 
113. 小田晋，植浦健太，松井晃平，吉浦一基，畠山琢次，芳香族化合物の多重 C–H ホウ素化反応の開発，

第 44 回有機典型元素化学討論会，東京工業大学，大岡山キャンパス，東京, 2017/12/7 
114. 亀田麻由，中塚宗一郎，畠山琢次，4 配位ホウ素を中心に有するスピロ化合物の合成と物性，日本

化学会第９８春季年会, 日本大学，船橋キャンパス，千葉, 2018/3/21 
115. 木寺紗友里，後藤玄，畠山琢次，フェノキサボリン類縁体への置換基導入による物性制御，日本化

学会第９８春季年会, 日本大学，船橋キャンパス，千葉, 2018/3/21 
116. 中塚宗一郎，畠山琢次，Synthesis of BN-embedded Corannulene via Electrophilic C−H Borylation，

日本化学会第９８春季年会, 日本大学，船橋キャンパス，千葉, 2018/3/21 
117. 吉浦一基，松井晃平，小田晋，畠山琢次，高色純度熱活性化遅延蛍光を示す含 BN 多環芳香族化合

物の合成，日本化学会第９８春季年会, 日本大学，船橋キャンパス，千葉, 2018/3/23 
118. “IN-SITU GROWTH MODE CONTROL OF ALN ON SIC SUBSTRATE BY SUBLIMATION 

CLOSED SPACE TECHNIQUE”, Daichi Dojima; Koji Ashida; Tadaaki Kaneko, 21st American 
Conference on Crystal Growth and Epitaxy (ACCGE-21)（Eldorado Hotel and Spa, Santa Fe / USA，
2017 年）7 月 30-8 月 4 日 
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119. 山本智, 玉井孝典, 栗田厚, 「軸対称偏光ビームを用いたランダム媒質中の光記録効果」, 応用物理

学会秋期第 76 回学術講演会, 2015 年 9 月, 名古屋国際会議場 

 
（ポスター発表） 
1. *山田英俊, 四量体エラジタンニン Nobotanin K を構成する単量体エラジタンニンの合成, 新学術領

域研究「反応集積化が導く中分子戦略:高次生物機能分子の創製」第 5 回成果報告会, 2018/1/26, 阪
大豊中キャンパス南部陽一郎ホール 

2. 松本慎太郎, 生田大喜, 池内和忠, 山田英俊, グルコースの 2-O-プロパルギル基の活性化を開始点

としたグリコシル化反応の開発, 第 36 回日本糖質学会年会, 2017/7/20, 旭川市民文化会館（北海道

旭川市） 
3. 伊藤優樹, 嶋田浩聡, 若森晋之介, 池内和忠, 山田英俊, "α-Selective glycosylation using 

3,6-O-[1,1'-(ethane-1,2-diyl)dibenzene-2,2'-bis(methylene)]-bridged 2-deoxyglucose 
4. 3,6 位を[1,1’-(エタン-1,2-ジイル)ジベンゼン-2,2’-ビス(メチレン)]基で架橋した 2-デオキシグルコ

ースを用いたα-選択的グリコシル化反応, 日本化学会 第 97 春季年会, 2017/3/17, 慶應義塾大学 

日吉キャンパス（神奈川県横浜市） 
5. 池内和忠, 村澤健太郎, 大原憲也, 新井智貴, 山田英俊, ベンジル系保護基の一つである p-メチルベ

ンジル基の有用性, 第 42 回反応と合成の進歩シンポジウム, 2016/11/7, 静岡市清水文化会館マリナ

ート（静岡県静岡市） 
6. 山田英俊, エラジタンニン中分子をモチーフとしたポリフェノール系包接化合物の創出, 新学術領

域研究 「反応集積化が導く中分子戦略:高次生物機能分子の創製」第 3 回成果報告会, 2016/11/28, 早
稲田大学西早稲田キャンパス 63 号館 

7. *Ikuta Daiki , Tomabechi Yusuke , Ikeuchi Kazutada , Yamada Hidetoshi, Synthetic study of 
cyclodextrin bearing 3,6-O-[bibenzyl-2,2’-bis(methylene)]-bridge, The 10th International Symposium 
on Integrated Synthesis, 2016/11/18, Awaji Yumebutai International Conference Center（兵庫県淡路

市） 
8. Yamashita Kohei, Yuji Kume, Seiya Ashibe, Cicilia Puspita, A. D., Kotaro Tanigawa, Kazutada 

Ikeuchi, Hidetoshi Yamada, Total Synthesis of Mallotusinin, The XXVIIIth International Conference on 
Polyphenols, 2016/7/12, Faculty of Chemistry, TU Wien (Wien, Austria) 

9. Hayato Konishi, Tsukasa Hirokane, Hajime Hashimoto, Kazutada Ikeuchi, Hidetoshi Yamada, 
Development of a Method for Synthesizing C–O Digallates Using a Novel Orthoquinone, The 
XXVIIIth International Conference on Polyphenols, 2016/7/12, Faculty of Chemistry, TU Wien (Wien, 
Austria) 

10. 廣兼司, 山田英俊, Synthesis of Laevigatin A and E, ラエビガチン A と E の合成, 第 57 回天然有機

化合物討論会, 2015/9/10, 神奈川県民ホール 
11. 生田大喜, 山田英俊, Method for efficient cleavage of 1,2,4- orthoacetylglucose derivatives, 1,2,4-オ

ルトアセチルグルコース誘導体の効率的開裂法, 第34回日本糖質学会年会, 2015/8/1, 東京大学安田

講堂（東京都，文京区） 
12. Yamada Hidetoshi, Hirokane Tsukasa, Total Synthesis of Laevigatin A, an Ellagitannin Bearing 

Dehydrodigalloyl group, The Inaugural Phytochemical Society of Asia Symposium 2015 Tokushima, 
2015/8/31, 徳島文理大学 

13. 新井智貴, 山田英俊, Synthesis of 1,4-anhydro-3,6-O-(o-xylylene)-α-D-glucopyranose, 3,6-O-o-キシ

リレン架橋を有する 1,4−無水グルコピラノースの合成, 第 34 回日本糖質学会年会, 2015/7/31, 東京

大学安田講堂•工学部•山上会館 
14. 大原憲也, 広兼司, 山田英俊, Synthesis of a C–C connected trigallate, nonahydroxytriphenoyl group, 

ガロイル基 C–C 三量体,ノナヒドロキシトリフェノイル基の合成, 日本化学会㈹春季年会, 
2015/3/27, 日本大学理工学部船橋キャンパス／薬学部 

15. 福本敦史, 山田英俊, β-Selective Glycosylation Using 3,6-O-(o-Xylylene)-Bridged Phenyl 
Thioglycoside, 3,6-O-(o-xylylene)架橋フェニルチオグルコシドを用いたβ選択的グリコシル化反応, 
第 33 回日本糖質学会年会, 2014/8/10, 名古屋大学 

16. *苫米地祐輔, 川崎友莉, 山田英俊, α-Selective Glycosylation Using 
3,6-O-[bibenzyl-2,2'-bis(methylene)]-bridged Phenylthioglycoside: Toward High Yield and Selectivity, 
3,6-O-［ビベンジル-2,2’-ビス（メチレン）］架橋フェニルチオグルコシドを用いたグリコシル化反

応:収率・立体選択性の追求, 第 33 回日本糖質学会年会, 2014/8/10, 名古屋大学 
17. *川崎友莉, 山田英俊, Participation of ethyl acetate in α-selective glycosylation with 3,6-bridged 

thioglucoside, 3,6 位架橋チオグルコシドを用いたα-選択的グリコシル化反応における酢酸エチルの

関与, 第 33 回日本糖質学会年会, 2014/8/11, 名古屋大学 



（様式 2） 
 

法人番号 ２８１００４ 
プロジェクト番号 Ｓ１３１１０４６ 

 
18. 黒田和宏, 山田英俊, Efficient flow synthesis for Hexahydroxydiphenoyl group, ヘキサヒドロキシジ

フェノイル基の フロー合成効率化, 日本化学会第 94 春季年会, 2014/3/27, 名古屋大学 
19. 大原憲也, 山田英俊, Synthesis of 3,6-O-(o-xylylene)-bridged glucosamine, 3,6-O-(o-キシリレン)架

橋グルコサミンの合成, 第 32 回 日本糖質学会年会, 2013/8/6, シェラトン都ホテル大阪 
20. 内野拓耶, 本山敦之, 朝倉典昭, 山田英俊, Improved synthesis of 3,6−O−(o−xylylene)glucopyranosyl 

fluoride, フッ化  3,6−O−o-キシリレングルコピラノ シルの改良合成, 第 32 回 日本糖質学会年会, 
2013/8/6, シェラトン都ホテル大阪 

21. *平田恭章, 足利是貴, 川崎友莉, 山田英俊, 3,6-O-[ビベンジル-2,2ʼ-ビス(メチレン)]架橋糖を用いた

α選択的グルコシル化反応, 第 32 回 日本糖質学会年会, 2013/8/6, シェラトン都ホテル大阪 
22. 川崎友莉, 日笠翔, 山田英俊, Development of catalyst asymmetric epoxidation utilizing axial-chirality 

of HHDP group, HHDP基の軸不斉を利用した不斉エポキシ化反応触媒の開発, 第48回天然物化学談

話会, 2013/7/3, アヤハレークサイドホテル（滋賀県大津市におの浜 3-2-25） 
23. 大原憲也, 山田英俊,  Total Synthesis of Cercidinin A, Cercidinin A の全合成, 第 48 回天然物化学談

話会, 2013/7/3, アヤハレークサイドホテル（滋賀県大津市におの浜 3-2-25） 
24. Hirokane Tsukasa, Hirata Yasuaki, Ishimoto Takayuki, Hidetoshi Yamada, Valoneoyl 基と Tergalloyl

基の合成, 第 48 回天然物化学談話会, 2013/7/3, アヤハレークサイドホテル（滋賀県大津市におの浜

3-2-25） 
25. 花田佳祐, 日笠翔, 石垣侑祐, 藤原憲秀, 山田英俊, 鈴木孝紀, Multi-output electrochromic behavior 

of diarylethenyl-type dynamic redox systems with water-soluble substituents, 水溶性置換基を導入し

たジアリールエ テニ型動的酸化還元系の多重出力エレクトロミズム挙動, 第 24 回基礎有機化学討

論会, 2013/7, 学習院大学目白キャンパス創立百周年記念会館 
26. 山口左有里, 金子由季, 広兼司, 足利是貴, 西井健太郎, 道畑直起, 山田英俊, Total synthesis of 

lagerstannin C and total synthesis with structural revision of roxbin B, ラゲルスタンニン C の全合成

とロキシビン B の構造訂正・全合成, 第 54 回 天然有機化合物討論会, 2012/9/19, 東京農業大学 

世田谷キャンパス 
27. Asakura Noriaki, Fujimoto Shohei, Michihata, Naoki Nishii, Kentaro Imagawa Hiroshi, Yamada 

Hidetoshi, Synthesis of Chiral and Modifiable Hexahydroxydiphenoyl Compounds, XXVIth 
International Conference on Polyphenols, 2012/7/24, Florence, Italy 

28. Hirokane Tsukasa, Michihata Naoki, Noriaki Asakura, Takashi Mitamura, Hidetoshi Yamada, Total 
Synthesis of (+)-Praecoxin B, XXVIth International Conference on Polyphenols, 2012/7/24, Florence, 
Italy 

29. 江田昌平（関西学院大学）・羽田大志（関西学院大学）・荒谷真佐登（関西学院大学）・羽村季之（関

西学院大学），イソベンゾフランの連続的環付加反応を駆使した置換ペンタセンの合成，第 33 回有

機合成若手セミナー「明日の有機合成を担う人のために」，神戸大学，2013 年 8 月 2 日 
30. 丸山大輔（関西学院大学）・武田麻（関西学院大学）・鈴木啓介（東京工業大学）・羽村季之（関西学
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学院大学），羽村季之（関西学院大学），置換イソベンゾフランの効率的合成法の開発，第 5 回 CSJ
化学フェスタ 2015，東京，2015 年 10 月 13 日 
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シンポジウム 
(1) 機能性ナノ単一サイズ有機分子創製研究，パイスター分子制御による未来型物質変換健拠点，2016

年度合同シンポジウム 
日時：2016 年 12 月 16 日（金）13 時から 
会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 202 号教室 
池内 和忠（関西学院大学理工学部・助教）「p-メチルベンジル基を起点とした独自の研究開拓」，宮

村 浩之（東京大学大学院理学研究科・助教）「不均一系金属ナノ粒子触媒を用いる有機合成反応の

開発ー反応集積化と不斉合成への展開ー」，仲辻 秀文（関西学院大学理工学部・助教）「多置換オレ

フィンのパラレル合成とその応用展開」，安部 学（広島大学大学院理学研究科・教授）「π単結合は

可能か」，  北村 圭（関西学院大学理工学部・助教）「π拡張ルブレンを基盤とする高次縮環芳香族

化合，野上 敏材（鳥取大学大学院工学研究科・准教授）「糖鎖の液相自動合成を目指して」，村井 利
昭（岐阜大学工学部・教授）「チオアミドを基軸とする新反応，新規機能性分子の開発」  

(2) 機能性ナノ単一サイズ有機分子創生研究拠点・中間報告会 
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畠山琢次（関西学院大学理工学部・准教授）「タンデムヘテロ Friedel-Crafts 反応を鍵とした有機エ
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構築法・官能基導入法の開発」，田辺陽（同・教授）「プロセス化学と OS」，山田英俊（同・教授）

「ナノサイズの含糖化合物に迫る取り組み」 
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2013 年 12 月 17 日（関西学院大学理工学部・教授）山田英俊 機能性ナノ単一サイズ有機分子セン

ター紹介，18 日（同・教授）山田英俊 研究者の夢，19 日（同・教授）羽村季之 研究者の夢，2014
年 1 月 6 日（同・教授）栗田厚 研究者の夢，7 日 （同・教授）大谷清 研究者の夢，8 日 （同・

准教授）畠山琢次 研究者の夢 

 
講演会 
1. 演題：Optimized fluorescent emitters based on a hydroxybenzazole or anil acaffold 日時：2018 年

3 月 15 日（木）15:30〜17:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 7 号館 111 教室 講

師：Professor Julien Massue（University of Strasbourg） 
2. 演題：From Stereocontrolled Glycosylation to Automated Oligosaccharide Synthesis 日時：2017

年 11 月 18 日（土）16:30〜18:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 202 教室 

講師：Professor Alexei V. Demchenko（University of Missouri—St. Louis） 
3. 演題：The advance of organoboranes from useful little hilpers to key compounds in materials science 

and catalysis 日時：2017 年 10 月 20 日（金）16:30〜18:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャ

ンパス 4 号館 203 教室 講師：Professor Matthias Wagner（J. W. Goethe Universität） 
4. 演題：Ecopharmacognosy – Why Natural Products Matter. Now and for the Future 日時：2017 年
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9 月 27 日（水）14:00〜15:30 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 303 教室 講

師：Professor Emeritus Geoffrey A. Cordell（University of Illinois at Chicago） 
5. 演題：機能性被覆型ワイヤを基軸とする高分子デバイスの創製 日時：2017 年 8 月 28 日（月）15:00

〜16:30 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 7 号館 102 教室 講師：寺尾 潤教授（東

京大学大学院総合文化） 
6. 演題：高周期典型元素の多重結合化合物 日時：2017 年 8 月 10 日（木）14:00〜15:30 会場：関

西学院大学 神戸三田キャンパス 7 号館 102 教室 講師：笹森 貴裕 教授（名古屋市立大学） 
7. 演題：生物活性天然分子のケミカルバイロジー 日時：2016 年 10 月 14 日（金）17:00〜18:30 会

場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 201 教室 講師：小林 淳一 教授（北海道大学

名誉教授） 
8. 演題：潜在的対称性に着目した生理活性天然物の全合成 日時：2016 年 8 月 25 日（木）15:30〜

17:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 203 教室 講師：菅 敏幸 教授（静岡

県立大学薬学部） 
9. 演題：お茶を化学する 日時：2016 年 8 月 25 日（木）17:00〜18:30 会場：関西学院大学 神戸

三田キャンパス 4 号館 203 教室 講師：中山 勉 教授（日本獣医生命科学大学） 
10. 演題：平面及び曲面鴈窒素π電子系の合成 日時：2016 年 6 月 25 日（土）14:00〜16:00 会場：

関西学院大学 神戸三田キャンパス 7 号館 102 教室 講師：忍久保 洋 教授（名古屋大学大学

院工学研究科） 
11. 演題：Heparan sulfate sulfotransferases, new therapeutic targets for Alzheimer's disease 日時：

2016 年 5 月 30 日（月）10:00〜11:30 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 203
教室 講師：Prof. Dulce PAPY-Garcia（Université Paris-Est Créteil Val de Marne） 

12. 演題：水溶液中における糖アノマー位の一段階活性化とその応用 日時：2016 年 5 月 24 日（火）

17:00〜18:30 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 301 教室 講師：野口 真人 准
教授（東北大学大学院工学研究科） 

13. 演題：Intramolecular carbome- tallation of alkynes : a sur- vey of structural effects 日時：2016 年 5
月 20 日（金）16:30〜18:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 203 教室 講師：

Prof. Jacques Maddaluno（Université de Rouen & INSA de Rouen） 
14. 演題：Reactivity of Electron- poor Arenes in Cycloaddition Reactions 日時：2016 年 5 月 20 日（金）

15:00〜16:30 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 203 教室 講師：Prof. Isabelle 
Chataigner（Université de Rouen & INSA de Rouen） 

15. 演題：計算機支援による天然物の構造決定 日時：2016 年 4 月 23 日（土）11:00〜12:30 会場：

関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 301 教室 講師：橋本 勝 教授（弘前大学農学生命

科学部） 
16. 演題：植物の巧みな知恵―その謎解き― 日時：2015 年 8 月 27 日（木），14:30〜16:00 会場：

関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 201 号教室 講師：繁森英幸教授（筑波大学生命環

境系・教授） 
17. 演題：不安定化学種の安定化：感応性化学種の化学 日時：2015 年 8 月 25 日（火），14:30〜16:00 

会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 205 号教室 講師：山本陽介（広島大学大学

院理学研究科・教授） 
18. 演題：古地球環境を変換させた生物の成功戦略 日時：2015 年 7 月 13 日（月），17:00〜18:30 会

場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 201 教室 講師：酒井翼博士（公益財団法人サ

ントリー生命科学財団） 
19. 演題：含ホウ素π共役系と柔軟なπ共役系の最新展開 日時：2014 年 12 月 13 日（土），15:00〜

17:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 201 教室 講師：齊藤尚平助教（名古

屋大学物質科学国際研究センター） 
20. 演題：窒素官能基の極性に着目した合成法の開発と生物活性化合物への応用 日時：2014 年日時：

12 月 10 日（水），16:50〜18:20 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 301 教室 講

師：谷本裕樹先生（奈良先端科学技術大学院大学・物質創成科学研究科反応制御科学講座・助教） 
21. 演題：機能解明や実用化を指向した微量天然有機化合物の実践的合成研究 日時：2014 年 11 月 28

日（金），16:00〜17:30 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 206 教室 講師：難

波康佑先生（徳島大学大学院 ヘルスバイオサイエンス研究部・教授） 
22. 演題：植物における生理活性天然物のケミカルバイオロジー 日時：2014 年 11 月 19 日（水），13:00

〜15:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 206 教室 講師：上田実先生（東北

大学大学院理学研究科・教授） 
23. 演題：100 万トンの直鎖アルコール合成を指向した有機金属化学 日時：2014 年 11 月 11 日（火），
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16:45〜18:45 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 303 教室 講師：山下誠先生

（中央大学理工学部応用化学科・准教授） 
24. 演題：チオカルボン酸を足掛かりとしたアミド形成反応 日時：2014 年 9 月 18 日（木），16:30〜

18:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 203 教室 講師：佐々木要先生（東邦

大学理学部・講師） 
25. 演題：アザジラクチン合成への遠い道のり 日時：2014 年 9 月 11 日（木），14:30〜16:00 会場：

関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 302 教室 講師：渡邉秀典先生（東京大学大学院農

学生命科学研究科 応用生命化学専攻 
26. 演題：元素の特性を活かした反応開発，物質創製，機能探索 日時：2014 年 9 月 4 日（木），16:00

〜18:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 304 教室 講師：内山真伸先生（東

京大学大学院薬学系研究科・教授，理化学研究所主任研究員） 
27. 演題：キラリティーの自在制御を特徴とする新しい分子機能の創成 日時：2014 年 8 月 28 日（木），

15:30〜17:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 302 教室 講師：杉野目道紀

先生（京都大学大学院 工学研究科・教授） 
28. 演題：Phytochemicals: novel templates for antibacterials and psychoactive substances 日時：2014

年 8 月 8 日（金），15:30〜17:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 204 教室 講

師：Simon Gibbons 先生（Department of Pharmaceutical and Biological Chemistry 
29. 演題：アンバイポーラ型トランジスタ材料の物質開発 日時：2014 年 6 月 19 日（木），16:30〜18:00 

会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 203 教室 講師：森健彦先生（東京工業大学

大学院 理工学研究科・教授） 
30. 演題：有機エレクトロニクスを指向した機能性π電子系材料の開発 日時：2013 年 9 月 26 日（木），

16:30〜18:00 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 203 教室 講師：若宮淳志先

生（京都大学科学研究所・准教授） 
31. 演題：遷移金属触媒を用いる触接適芳香族カップリング 日時：2013 年 9 月 6 日（水），14:30〜

16:30 会場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 203 教室 講師：三浦雅博先生（大阪

大学大学院 工学研究科・教授） 
32. 演題：ビラジカル性を持つ芳香族分子の化学 日時：2013 年 8 月 30 日（金），15:30〜17:00 会

場：関西学院大学 神戸三田キャンパス 4 号館 205 教室 講師：戸部義人先生（大阪大学大学

院 基礎工学研究科・教授） 

 
＜ホームページの URL＞ 
http://sci-tech.ksc.kwansei.ac.jp/~yamadah/nanotan/t_top_j.html 

 
１４ その他の研究成果等 
＜メンバーの受賞＞ 
1. 2014 年 3 月 島本啓子  第 31 回日本化学会学術賞 
2. 2014 年 12 月 畠山琢次，International Display Workshops 2014 Best Paper Award 
3. 2015 年 4 月 畠山琢次，平成２７年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞 
4. 2015 年 5 月 山田英俊，長瀬研究振興賞 
5. 2017 年 10 月 畠山琢次，Chemist Award BCA 2017 
6. 2018 年 1 月 畠山琢次，Thieme Chemistry Journal Award 2018 

 
＜学生や研究員の受賞＞ 
1. *2016.11.19，生田大喜，The 10th International Symposium on Integrated Synthesis（国際学会，ポ

スター）Poster Award 
2. *2016.10.30，橋本 肇，香料・テルペンおよび製油科学に関する討論会（国内学会，口頭発表）ベ

ストプレゼンテーション賞 
3. *2014.9.2，広兼司，GP Ragai Ibrahim Award （国際学会，論文） 
4. *2014.4.15，広兼司，日本化学会春季年会，学生講演賞（国内学会，口頭発表） 
5. 2013.9.19，山口左有里，第 54 回天然物討論会の奨励賞（国内学会，ポスター発表） 
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＜知的財産権＞ 
特許取得 
(1) 発明者：山田英俊 

発明の名称：2,4-O-架橋反転ピラノース化合物 
特許番号（国内）：特許第 5800729 取得日：2015/9/5 

(2) 発明者：山田英俊 
発明の名称：ヘキサヒドロキシジフェノイル化合物 
特許番号（国内）：特許第 5448420 取得日：2014/1/10 

(3) 発明者：山田英俊 
発明の名称：３，６－O－架橋反転ピラノース化合物及びα－O－ピラノシドの製造方法 
特許番号（国内）：特許第 5258798 取得日：2013/5/2 

(4) 発明者：Yamada, H. 
発明の名称：3,6-O-BRIDGED PYRANOSE INVERSION COMPOUND AND PROCESS FOR 
PRODUCING B-O-PYRANOSIDE 

(5) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
特許番号（国内）：特許第 5615261 号取得日: 2014/09/19 
出願人：学校法人関西学院 

(6) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
特許番号（国内）：特許第 5935199 号取得日: 2016/05/20 
出願人：学校法人関西学院 

(7) 発明者：金子忠昭，SiC 基板，炭素供給フィード基板及び炭素ナノ材料付き SiC 基板，特許番号

5688780，2015 年 2 月 
 

特許出願 
(1) *発明者：山田英俊 

発明の名称：α（１→４）グリコシド環状多量体及びその製造方法 
特許番号（国内）：特願 2017-038585 出願日：2017/3/1 

(2) 発明者：山田英俊 
発明の名称：３，６－O－架橋反転ピラノース化合物及びα－O－ピラノシドの製造方法 
特許番号（国外）：PCT/JP2014/052564 出願日：2014/2/14 

(3) 発明者：山田英俊 
発明の名称：２，４－Ｏ－架橋反転ピラノース化合物 
特許番号（国内）：特願 2013-166740 出願日：2013/8/29 

(4) 「ルブレン誘導体及びその製造方法」，羽村 季之，2015 年 3 月 10 日，特願 2015-047616. 
(5) 「ルブレン誘導体及びその製造方法」，羽村 季之，2016 年 3 月 9 日，特願 2016-045378. 
(6) 発明者：畠山琢次他 

発明の名称：「多環芳香族化合物」 
出願番号（国内）：特願 2015-555894 出願日: 2015/02/18 
出願番号（国際）：PCT/JP2015/054426 出願日: 2015/02/18 
出願人：学校法人関西学院他 

(7) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
出願番号（国内）：特願 2015-046481 出願日: 2015/03/09 
出願番号（国際）：PCT/JP2016/57364 出願日: 2016/03/09 
出願人：学校法人関西学院他 

(8) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物および発光層形成用組成物」 
出願番号（国内）：特願 2015-045902 出願日: 2015/03/09 
出願番号（国際）：PCT/JP2016/056399 出願日: 2016/03/02 
出願人：学校法人関西学院他 

(9) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「有機電界発光素子」 
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出願番号（国内）：特願 2015-060728 出願日: 2015/03/24 
出願番号（国際）：PCT/JP2016/057488 出願日: 2016/03/10 
出願人：学校法人関西学院他 

(10) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物および発光層形成用組成物」 
出願番号（国内）：特願 2015-061841 出願日: 2015/03/25 
出願番号（国際）：PCT/JP2016/056398 出願日: 2016/03/02 
出願人：学校法人関西学院他 

(11) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
出願番号（国内）：特願 2016-009488 出願日: 2016/01/21 
出願番号（国際）：PCT/JP2017/001089 出願日: 2017/01/13 
出願人：学校法人関西学院他 

(12) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「遅延蛍光有機電界発光素子」 
出願番号（国内）：特願 2016-023215 出願日: 2016/02/10 
出願番号（国際）：PCT/JP2017/004408 出願日: 2017/02/07 
出願人：学校法人関西学院他 

(13) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
出願番号（国内）：特願 2016-174208 出願日: 2016/09/07 
出願番号（国際）：PCT/JP2017/030542 出願日: 2017/08/25 
出願人：学校法人関西学院他 

(14) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
出願番号（国内）：特願 2016-174209 出願日: 2016/09/07 
出願人：学校法人関西学院他 

(15) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族アミノ化合物」 
出願番号（国内）：特願 2016-243946 出願日: 2016/12/16 
出願番号（国際）：PCT/JP2017/044361 出願日: 2017/12/11 
出願人：学校法人関西学院他 

(16) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「有機電界発光素子」 
出願番号（国内）：特願 2017-021790 出願日: 2017/02/09 
出願番号（国際）：PCT/JP2017/002199 出願日: 2018/01/25 
出願人：学校法人関西学院他 

(17) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「有機電界発光素子」 
出願番号（国内）：特願 2017-021791 出願日: 2017/02/09 
出願番号（国際）：PCT/JP2018/041432 出願日: 2017/11/17 
出願人：学校法人関西学院他 

(18) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「有機電界発光素子」 
出願番号（国内）：特願 2017-026666 出願日: 2017/02/16 
出願人：学校法人関西学院他 

(19) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「有機半導体レーザー素子」 
出願番号（国内）：特願 2017-072935 出願日: 2017/03/31 
出願人：学校法人関西学院他 

(20) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
出願番号（国内）：特願 2017-097142 出願日: 2017/05/16 
出願人：学校法人関西学院他 
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(21) 発明者：畠山琢次他 

発明の名称：「有機電界発光素子」 
出願番号（国内）：特願 2017-129413 出願日: 2017/06/30 
出願人：学校法人関西学院他 

(22) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
出願番号（国内）：特願 2017-133654 出願日: 2017/07/17 
出願人：学校法人関西学院他 

(23) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「有機電界発光素子」 
出願番号（国内）：特願 2017-157318 出願日: 2017/08/17 
出願人：学校法人関西学院他 

(24) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「多環芳香族化合物」 
出願番号（国内）：特願 2017-159202 出願日: 2017/08/22 
出願人：学校法人関西学院他 

(25) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「二ヨウ化ホウ素化合物，それから得られるボロン酸およびボロン酸エステル等，なら

びにそれらの製造方法」 
出願番号（国内）：特願 2017-165211 出願日: 2017/08/30 
出願人：学校法人関西学院他 

(26) 発明者：畠山琢次他 
発明の名称：「有機電界発光素子」 
出願番号（国内）：特願 2017-225857 出願日: 2017/11/24 
出願人：学校法人関西学院他 

(27) 金子忠昭，芦田晃嗣，単結晶ＳｉＣの製造方法，ＳｉＣインゴットの製造方法，ＳｉＣウェハの製

造方法，及び単結晶ＳｉＣ，特願 2017-146204，2017 年 7 月 
 

＜外部資金獲得状況＞ 
科研費 
(1) 山田英俊，エラジタンニン中分子をモチーフとしたポリフェノール系包接化合物の創出 

研究領域反応集積化が導く中分子戦略：高次生物機能分子の創製 
研究種目新学術領域研究(研究領域提案型) 
研究期間(年度)2016-04-01 – 2018-03-31 
配分額 5,720 千円 

(2) 山田英俊，糖立体配座の柔軟化に基づくグリコシル化法の高効率化 
研究種目挑戦的萌芽研究 
研究期間(年度)2015-04-01 – 2017-03-31(予定) 
配分額 4,030 千円 

(3) 羽村敏之，新学術領域研究（公募研究）:「多点型の逐次活性化に基づく高次縮環π電子系の精密集

積合成」（研究経費：510 万円）研究代表者（2012 年 4 月~ 2014 年 3 月） 
(4) 羽村敏之，基盤研究(c):「置換イソベンゾフランの多成分連結法の開発と新規有機半導体材料の創製」

（研究経費：410 万円）研究代表者（2012 年 4 月~ 2015 年 3 月） 
(5) 羽村敏之，新学術領域研究（計画研究）:「生体分子の１分子レベルでの制御を目指した糖鎖π電子

複合中分子の創製」（研究経費：3,500 万円：予定）研究代表者（2015 年 9 月~ 2019 年 3 月） 
(6) 羽村敏之，戦略的創造研究推進事業「ACT–C 先導的物質変換領域」:「π共役系分子の自在合成法

の開発と機能開拓」(研究経費：4,500 万円) 研究代表者（2012 年 10 月~ 2018 年 3 月） 
(7) 羽村敏之，戦略的創造研究推進事業「ALCA 先端的低炭素化技術開発」:「自律分散型次世代スマー

トコミュニティプロジェクト」(研究経費：1,000 万円) 研究分担者（2015 年 10 月~ 2018 年 3 月） 
(8) 羽村敏之，学外共同研究「国立研究開発法人理化学研究所」:「ペンタセン誘導体を用いた動的核偏

極法による高感度 NMR の実現と，タンパク質相互作用研究への応用」(研究経費：750 万円) 研究

代表者（2017 年 4 月~2018 年 3 月） 
(9) 田辺陽，多置換オレフィン類の立体補完的パラレル合成反応開発と特異分子合成への応用 

研究種目基盤研究(C) 
研究期間(年度)2015-10-21 – 2018-03-31 
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配分額 4,680 千円  

(10) 田辺陽，タンデムヘテロ Friedel-Crafts 反応を鍵とした拡張π造形 
研究領域π造形科学：電子と構造のダイナミズム制御による新機能創出 
研究種目新学術領域研究(研究領域提案型) 
研究期間(年度)2015-04-01 – 2017-03-31 
配分額 6,760 千円 

(11) 畠山琢次，励起三重項エネルギーの制御を鍵とした次世代有機 EL 材料の開発 
研究種目基盤研究(B) 
研究期間(年度)2014-04-01 – 2018-03-31 
配分額 12,480 千円 

(12) 畠山琢次，タンデムへテロフリーデルクラフツ反応を鍵としたヘテログラフェン類の創製 
研究種目若手研究(A) 
研究期間(年度)2011-04-01 – 2013-03-31 
配分額 29,250 千円 

(13) 畠山琢次，タンデムヘテロ Friedel-Crafts 反応を鍵とした自在 π 造形 
研究領域π造形科学：電子と構造のダイナミズム制御による新機能創出 
研究種目新学術領域研究(研究領域提案型) 
研究期間(年度)2017-04-01 – 2019-03-31 
配分額 7,670 千円 

(14) 畠山琢次，π 共役ポリマーの直接的ホウ素化反応の開発 
研究種目挑戦的研究（萌芽） 
研究期間(年度)2017-04-01 – 2019-03-31 
配分額 6,500 千円 

(15) 大谷清，研究課題: 転写因子 E2F によるがん化抑制機構の解析 
研究種目: 基盤研究(C) 
研究期間(年度)：2012-04-01 – 2015-03-31 
配分額：5,200 千円 

(16) 大谷清，研究課題: 転写因子 E2F による細胞増殖とがん化抑制の仕分け機構の解明 
研究種目: 基盤研究(C) 
研究期間(年度)：2015-04-01 – 2018-03-31 
配分額：3,800 千円 

 
その他の外部資金 
(1) 山田英俊，異常配座糖で挑むグリコシル化反応における立体選択性の限界突破 

公益財団法人 長瀬科学技術振興財団 
研究期間(年度) 2015-04-01 - 2016-03-31 
助成額 2,500 千円 

(2) 山田英俊，アキシアル・リッチなシクロデキストリンの創成 
公益財団法人 水谷糖質科学振興財団 
助成額 3,000 千円 
研究期間(年度) 2014-04-01 - 2015-03-31 

(3) 畠山琢次，エレクトライドの物質科学と応用展開（分担） 
研究代表者：細野秀雄 
研究種目戦略的創造研究推進事業（ACCEL） 
研究期間(年度)2016-04-01 – 2018-03-31 
配分額 13,000 千円 

(4) 畠山琢次，高色純度フルカラー熱活性型遅延蛍光材料の開発 
研究種目三菱財団 自然科学研究助成 
研究期間(年度)2016-10-01 – 2017-09-30 
配分額 6,500 千円 

(5) 畠山琢次，多重共鳴効果を鍵とした高色純度熱活性化遅延蛍光材料の開発 
研究種目池谷科学技術振興財団 単年度研究助成 
研究期間(年度)2017-04-01 – 2018-03-31 
配分額 1,100 千円 
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(6) 畠山琢次，ボラ Friedel-Crafts 反応による含ホウ素π共役ポリマーの合成と機能開拓 

研究種目池谷科学技術振興財団 単年度研究助成 
研究期間(年度)2017-04-01 – 2019-03-31 
配分額 2,000 千円 

 
＜報道＞ 
(1) 畠山琢次，化学工業日報（１面）, 平成２８年２月１５日 
(2) 畠山琢次，産経新聞（朝刊，２５面，兵庫版）, 平成２８年２月１６日 
(3) 畠山琢次，日本経済新聞（朝刊，１３面）, 平成２８年２月２９日 
(4) 畠山琢次，マイナビニュース（web）, 平成２８年２月１５日 
(5) 畠山琢次，http://news.mynavi.jp/news/2016/02/15/287/ 
(6) 畠山琢次，化学工業日報（web）, 平成２８年２月１５日 
(7) 畠山琢次，http://www.kagakukogyonippo.com/headline/2016/02/15-23591.html 
(8) 畠山琢次，日本経済新聞（web 速報版）, 平成２８年２月２８日 
(9) 畠山琢次，http://www.nikkei.com/article/DGXLASGG10H4P_X20C16A2TJM000/畠山琢次，日刊工

業新聞（２１面, web 版），平成２６年４月１日 
(10) 山田英俊，http://www.nikkan.co.jp/articles/view/00293399 

 
＜企業との連携実績＞ 
(1) JNC 株式会社 
(2) NHK 
(3) 住友化学株式会社 
(4) 旭硝子株式会社 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 
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１７
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

h

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

１式 2,808
１式

補助金額

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

計

通信運搬費

金　　額

研究支援推進経費

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費

年　　　度

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

報酬・委託料
旅費交通費

21

使用者数 事業経費施　設　の　名　称

神戸三田キャンパス
Ⅳ号館

補助金額

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　　　　　　　）

研究室等数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番整備年度

整備年度

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

事業経費

13

神戸三田キャンパス
Ⅴ号館

研究施設面積

4,204
25

（研究設備）

25

修理代、会場費、参加費、その他

2,224

46,071

2,229

46,071

修繕代 3,4313,431

XtaLab mini 10001式 15,624

4,161

主　な　使　途

212

小  科  目

消　耗　品　費
16,35216,352
19,61819,618

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

1200

電気・ガス、上水・下水、その他

5,000

国内・海外研究旅費、公務出張費、その他
廃棄物処理料、実験補助、その他

学会出張代
2,229

実験器具、試薬代、その他

25

光熱水費

4,204
印刷費 論文別刷代、雑誌製本費、その他
通信費

主　　な　　内　　容

212

積　　算　　内　　訳

1,836１式2015

JMS-T100LP、NK-141（窒素ガス発生装置）

手数料

超遠心機

（情報処理関係設備）

デスクトップ単結晶Ｘ線構造解析装置 2013

試薬・器具

Mnova Chemist
himac CP80NX

１式

１式

島津フーリエ変換赤外分光光度計 2015

飛行時間型質量分析計システム

NMRスペクトル処理ソフトウェア

IRAffinity-1S
蛋白質糖製評価システム 2015 AKTAorime plus、AKTA flux S

0

2,224

計

0

2013

ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

支　出　額

2015

研究図書

2,224
0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 2,224

計

備品
1,397

1,397

00
学術雑誌及び学術図書1,397

1,397

0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

2014 66,988核磁気共鳴装置 JNM-ECX500 KA 1200

26,600
10,416

33,285

39,900

1式
（研究装置）

補助主体

0

2,514,641118

2,936㎡

18,289.44㎡

私学助成
私学助成

補助主体

14室 37

50室（うち専有
研究室6室） 0

682,500

私学助成

学外２人

学内２人

0
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  平成 年度

  平成 年度

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光熱水費 14,240

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,265 試薬・器具 13,265 実験器具、試薬代、その他

ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他
光　熱　水　費 14,240

国内・海外研究旅費、公務出張費、その他
印刷製本費 0 印刷費 0

電気・ガス、上水・下水、その他

通信運搬費 25 通信費 25

旅費交通費 3,699 学会出張代
廃棄物処理料、実験補助、その他
修理代、会場費、参加費、その他

論文別刷代、雑誌製本費、その他
3,699

修繕代 2,419
報酬・委託料 3,442 手数料 3,442

計 37,090 37,090
その他経費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

2,419

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 17,674

教育研究経費支出
計 0

（兼務職員）

備品 17,674

18,856 18,856

学術雑誌及び学術図書

学内４人

図　　　　書 1,182 研究図書 1,182

計

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

研究支援推進経費 0

リサーチ・アシスタント 4,800 4,800

ポスト・ドクター

11,472 11,472

学内２人

学内6人

6,672 6,672

実験器具、試薬代、その他

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

通信費 74

計

光熱水費 9,900

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 6,737 試薬・器具 6,737

論文別刷代、雑誌製本費、その他62 印刷費 62

光　熱　水　費
通信運搬費 74

電気・ガス、上水・下水、その他
ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

9,900

手数料 270
旅費交通費 753 学会出張代 753

修理代、会場費、参加費、その他
報酬・委託料

国内・海外研究旅費、公務出張費、その他
印刷製本費

廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 3,801 修繕代 3,801
270

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

21,597 21,597

図　　　　書

8,875

教育研究経費支出
計

計

0

（兼務職員）

研究図書
教育研究用機器備品 8,875 備品

9,675

リサーチ・アシスタント

学内5人、学外３人（うち外国人１人）計 10,776 10,776

5,400

研究支援推進経費 0

学内5人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

ポスト・ドクター 5,376 5,376

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

学術雑誌及び学術図書

計 9,675

5,400

学外３人（うち外国人１人）

800800



（様式2）

法人番号 281004

  平成 年度

  平成 年度

修繕代

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

32,286
その他経費 3,778 3,678

計 32,386

論文別刷代、雑誌製本費、その他
ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他
電気・ガス、上水・下水、その他

修理代、会場費、参加費、その他

45
国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

報酬・委託料 4,881 手数料 4,881 廃棄物処理料、実験補助、その他
旅費交通費 2,506 学会出張代 2,506
印刷製本費 45 印刷費
通信運搬費 31 通信費 31

光　熱　水　費 8,862 光熱水費 8,862

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 12,283 試薬・器具 12,283 実験器具、試薬代、その他

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 0

図　　　　書 900 研究図書 900 学術雑誌及び学術図書

リサーチ・アシスタント 2,400 2,400 学内2人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 593 備品 593

計 1,493 1,493

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 6,074 6,074 学外２人
研究支援推進経費

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 9,943 光熱水費 9,943 電気・ガス、上水・下水、その他

計 8,474 8,474 学内2人、　学外２人

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,632 試薬・器具 15,632 実験器具、試薬代、その他

通信運搬費 81 通信費 81 ﾌｧｯｸｽ・電話代、切手代、その他

印刷製本費 14 印刷費 14 論文別刷代、雑誌製本費、その他

旅費交通費 2,823 学会出張代 2,823 国内・海外研究旅費、公務出張費、その他

報酬・委託料 5,270 手数料 5,270 廃棄物処理料、実験補助、その他

その他経費 2,153 修繕代 2,153 修理代、会場費、参加費、その他

計 35,916 35,916

（兼務職員）

計 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

図　　　　書 927 研究図書 927 学術雑誌及び学術図書

教育研究経費支出

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 11 備品 11

938

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0
9,072 学内2人

研究支援推進経費 0 0
ポスト・ドクター 9,072

計 938

計 9,072 9,072 学内2人


